
不完全版 伊藤徹の仕事

伊藤徹 (1955-2013)

参考文献

・山内貴範「水木しげる以上に水木しげるを知っていた」関係者に聞く、"伝説のファン"伊藤徹が後世に

　与えた影響　　https://realsound.jp/book/2024/05/post-1653469.html　　[2025年12月収集]

・「別冊新評　水木しげるの世界」新評社　S55.10.10

・足立倫行「妖怪と歩く　評伝・水木しげる」文藝春秋　1994.10.15

●1955年（昭和30年）

大阪に生まれる。（「水木しげる貸本漫画完全復刻版　墓場鬼太郎」　講談社,1997　

解説リーフレット）

伊藤氏の伝記的事実については、「妖怪と歩く　評伝・水木しげる」（足立倫行, 文芸

春秋, 1994, p.242-）に詳しい。

●1974年（昭和49年）

「水木しげる作品リスト」
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「そして五年がかりで念願であった『水木しげる作品リスト』を昭和49年に自費出版し

   たのである」（伊藤、「水木先生とボク」別冊新評　水木しげるの世界 p.196）

「昭和49年夏、水木しげるの完璧な作品リストを作るため、水木プロの居候となってい

   た。」（伊藤、水木しげる画業四〇周年　解説 p.636）

●1978年（昭和53年）

「岡本: そして、1978年に最初の水木先生の公式ファンクラブを創設したことも大きい

   でしょう。1981年に自然消滅するような形で解散したのが惜しまれます。」

（山内、"伝説のファン"） 　 ※岡本真一　「元籠目舎のメンバーで伊藤と親交が深かっ

  た」（山内、"伝説のファン"）

●1979年（昭和54年）

COLOSSUS 第３号　悪魔くん特集　昭和54年9月15日

発行：コロッサス・コーオペレーション

本部：大阪市枚方府*** （代）泉　清史

メインスタッフ：泉清史・伊藤徹・加納真士・竹内義和

200pp

・伊藤徹名義の記事は、「悪魔くん登場人物比較表」のみ。
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●1980年

「別冊新評　水木しげるの世界」新評社　S55.10.10

エッセイ「水木先生とボク」の他、次のビブリオグラフィー、フィルモグラフィーを収録。

「水木しげる作品リスト」

「水木しげる主要単行本リスト148選」

「テレビ化作品完全リスト」

「水木しげる初期作品集」中野書店　S55.12.25

「仙境住人・水木しげる」（エッセイ）

「水木しげる作品リスト」
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●1989年（平成元年）

「月日は巡り15年経った昨年の夏、発作的に本書 [「水木しげる画業四〇周年」] の企

   画を思い付き、水木しげるに承諾を願い出た。」

 （伊藤、水木しげる画業四〇周年　解説 p.636）

●1990年（平成2年）

「水木しげる画業四〇周年」

[籠目舍]（…とは記載されていない）平成二年八月二〇日

編集　水木しげる画業四〇周年記念編集委員会　（吹田市*** 伊藤方）

限定220部 640pp

「岡本：『画業四○周年』や『水木しげる叢書』の"ナンバリングがない物"が古書店に

   かなり流通していたことや（…）」（山内、"伝説のファン"）

＊これについては、世界的にも限定版の "番外" は珍しいことではない。

●1991年（平成3年）

水木しげる叢書別巻　全7巻　かごめしゃ（1991-1993?） B6 (〈二〉のみB4)

内容は以下のとおり。

〈一〉「水木キャラクターグッズカタログ」未刊？　

　　「もののけ通信 No.2」（刊記なし、1991年？）に掲載の「かごめしゃNews」に

      よれば、「B6版・120頁（予定）・8,000円・完全限定100セットのみ」、

　　とのこと。"付録3" として、ミュージックカセット「水木しげるTV作品大全集1」

    （廃盤主題曲集）が挙げられている。

　　かごめしゃから、「とりあえず先にカセットだけ送る」、としてミュージックテー

    プが送られてきたような記憶がある。内容はゲゲゲの鬼太郎の主題歌の別テイクが含

    まれていたような気がするのだが、現物が見つからない。
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〈二〉「水木しげる大特集〈平林重雄・編〉50pp　かごめしゃ　1991.01.01 　

           限定200　￥3,500

〈三〉「水木しげる単行本未収録作品集 １」かごめしゃ　1991？　限定300　付録／

     豆本「水木しげるの妖怪学校」、ミニポスター「口さけ女」　

・奥付はないが、巻末の「もののけ通信 No.3 　91.7」とあり、1991年出版と推定。
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〈四〉少年マガジン版 墓場の鬼太郎 第二話　妖怪獣の巻〈上〉完全復刻版 鈴木信一：編　

      かごめしゃ　1992.06

〈五〉少年マガジン版 墓場の鬼太郎 第二話　妖怪獣の巻〈下〉完全復刻版 鈴木信一：編　

      かごめしゃ　1992.06　

　　　・おそらく、〈四〉〈五〉の2冊セット販売で限定300セット。￥4,000　　

　　　・この〈四〉の巻末に、「かごめしゃ出版目録」が掲載されており、「〈別巻６

            〉『ぼくら』版 ゲゲゲの鬼太郎」「92年８月完成予定」とある。

　　　 この後、「月刊『ガロ』版　鬼太郎夜話」が割り込んできたカタチなのだろう。
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〈六〉月刊『ガロ』版　鬼太郎夜話　●第一回～第三回・完全版●　1993.06　限定300

〈七〉『ぼくら』版 ゲゲゲの鬼太郎〈絵物語篇〉かごめしゃ　1993.06　

           限定300 ￥1,800？ 
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〈ー〉TALES OF SHIGERU MIZUKI かごめしゃ　1993.06　限定300　B6

 　　・英語版作品集。そもそも、叢書別巻には含まれない単発の出版物と思われるが、

      同一時期、同 一フォーマットなので記載しておく。

●1992年（平成4年）

水木しげる叢書　青林堂　第一期全十卷　（1992-1996）

奥付頁、「編集スタッフ」の項目には伊藤の名が筆頭で記載されている。

また、伊藤が編集／発行人の月報「もののけ通信」がインサートされている。
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●1993年（平成5年）

「完全復刻版 恐怖の遊星魔人」　かごめしゃ　1993年6月　限定300部

エッセイ「幻の本を求めて　『恐怖の遊星魔人』復刻譚」

●1994年（平成6年）

　この頃、「古書 籠目舍」開店か？　
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・足立倫行「妖怪と歩く　評伝・水木しげる」　文藝春秋, 1994.10.15

   戸川昌士「あなもん」（Pヴァイン, 2019）を見ると、

「しかし、その伊藤さんも、足立倫行氏のルポルタージュ「妖怪と歩く」（1994年）

   で、つい調子に乗って口がすべり、これが水木先生の怒りを呼び、出入り禁止の身と

   なった。」（p.252）…と、書いてあります。
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●1995年（平成7年）

  「紙魚の王国」予告。　A5、約50頁、年会費6,000円、季刊のファンジン、

   95年12月末創刊予定。

家宅捜索中ですが、本が見つかりません、フハッ。

「岡本：（…）年間購読料を払っていた『紙魚の王国』の発刊が、同年 [1996] 11月発

   行の第２号で中断し、しかも返金がなかった（…）」（山内、"伝説のファン"）

・この頃、籠目舍で買った水木の「サイン本」。信ずる者は救われる。
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●1996年4月30日（平成8年）

テレビ東京「開運！なんでも鑑定団」に出演。「幻の逸品買います」のコーナーで、

「恐怖の遊星魔人」買取の告知。

笹峰愛「東真一郎の名前で書かれた『恐怖の遊星魔人』」

伊藤「８０万円！」

笹峰「カバーつきならプラス２０万円！」

伊藤・笹峰「１００万円で買います！」

●1997年（平成9年）

「水木しげる貸本漫画完全復刻版　墓場鬼太郎」　講談社　1997.02.25　限定1,000部

¥15,000

付属のパンフレット「墓場鬼太郎 解説」にエッセイ「水木しげる貸本時代の最高傑作 

 ― 『怪奇一番勝負』『霧の中のジョニー』」収録。

「岡本：（…） 1997年２月25日に発売された『水木しげる貸本漫画完全復刻版 墓場鬼

太郎』の予約受付を籠目舎が独自に行い、講談社からクレームが来るという事件があり

ました。」　（山内、"伝説のファン"）

当時、講談社の出した刊行案内文末尾の尚書きに注目されたい。
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●2003年（平成15年）

「墓場鬼太郎」竹内寛行　全６卷　2003-2004　限定50部

　発行　枚方映画研究会　資料室

・竹内版鬼太郎の復刻。

　奥付には、「資料提供　兵庫県　森谷　寿　大阪府　伊藤　徹」とあり。　

「岡本：（…）枚方映研が出した竹内寛行版『墓場鬼太郎』復刻版全６巻を、自前でオ

   フセット印刷で作り直して売っていた（…）」　（山内、"伝説のファン"）

●2005年（平成17年）

ユリイカ2005年9月号　特集＝水木しげる

証言構成　水木しげるに魅せられて四〇年　／　伊藤徹
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●2013年（平成25年）

死去。

●2015年（平成27年）

2015.12.26　神戸新聞（夕刊）　戸川昌士「水木先生と伊藤さん」掲載。

後に、「あなもん」（Pヴァイン, 2019.07.10）に収録された。
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